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１． 研究目的 

貴重品の紛失や忘れ物で困った経験から，この

研究をはじめた。失くしものや忘れ物をすると自

分自身が困るだけではなく，多くの人に迷惑を掛

けてしまう可能性がある。また，貴重品を常に身に

着けて管理することができれば災害が起きても貴

重品を持っているという安心感が生まれると考え

られる。本研究では貴重品を邪魔にならず，常に携

帯するための方法を探る。 

 

２．調査内容 

鞄の中身や貴重品について，10 代から 50 代の

男女約 70 人に調査を行った。その結果，多くの人

が持ち歩く貴重品は，財布，携帯電話（スマートフ

ォン），鍵，定期券であることがわかった。 

また，年齢よりも男女で管理の仕方に大きく違

いがあることがみられた。男性は服のポケットで

管理するのに対して，女性は服にポケットがない

ことが多いため，鞄で管理することが多い。 

また，貴重品をコンパクトに持ち運ぶためのフ

ラグメントケースやマイクロミニバッグなどの最

新の鞄についても調査を行った結果，持ち運びや

すさにメリットがあったものの取り出しやすさに

問題があることがわかった。[1] [2] 

 

３．コンセプト 

コンセプトは「安心を手元に」とした。単体でも，

貴重品を取り出しやすくリュックや大きい鞄にし

まい，持ち運びが可能なものを考えている。 

人が生活するうえで，必需品である貴重品は近

くにないと不安にあるものだと考えた。 

手元にある安心感を与えると同時に，いつ何時

起こるかわからない災害に備えて準備する大切さ

も手元にある安心感を与えると同時に，いつ何時

起こるかわからない災害に備えて準備する大切さ

も含め，本研究を進めている。 

 

４．アイディア展開 

 第一試作では，長財布と折り畳み財布で大きさ

に大きく違いがあるため，その点を考慮した試作

を行った。 

イラストにもある通り，財布は木目を基調とした

箱型を使用し，その他の鍵などは巾着に入れて使

用することを想定しました。 

サイズ感や厚みも問題なく収納でき，サイズが変

えられるメリットがある一方で，大きく感じると

いう意見も多かった。(図 1) 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

図 1. 第一試作 

 

 その後，第二試作では「片手で」をメインにス

マホケース型のものを考案した。手元にすべて収

納することで管理のしやすさ，わかりやすさがあ

り楽な一方で，貴重品が落ちやすく取り出しづら

さがあった。(図 2) 

 

図 2. 第二試作 

 

第三試作では，肩掛けバッグとして利用できるも

のを考案した。サブバッグへの抵抗がない人は使

用することに問題ないと考える。また，キャッシ

ュレスを活かしたものを作ろうと考え，現金は必

要最低限にして，鍵や定期は一つにまとめ，スマ

ホはポケットや手で持つことを想定して作った。 

スマホを首からぶら下げる感覚でこれも身に着け

ることを想定している。(図 3) 

 

図 3. 第三試作 

 

５．今後の課題 

新しい貴重品の在り方について考え，今現在販

売されている製品を知る必要があると考える。 

また，ターゲットユーザーの求める形に近づく

ため，試作と実験を繰り返し，最善の形を作り出

す。 

現在の試作では，大きさや使いづらい点が多く

あるため，形や機能性を重視して取り組む。 
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